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	骨盤臓器脱（子宮脱など）における治療として以前は腟式子宮全摘と会陰形成術がスタンダードであるが、これに追加して当院では低侵襲手術として腹腔鏡下の仙骨腟固定術を組みわせた治療を全国に先駆けて行ってきました。高齢者が対象となる疾患であり、開腹手術ではなく腹腔鏡などの治療で行えることに低侵襲手術は非常に利点があり、また近年はロボット支援下手術も導入され、2020年4月より保険適応となりました。ロボット手術は深部拡大３D視野や手ブレ補正の鉗子操作など骨盤深部での手術に有利とされている一方、新たなデバイスで...
	本研究では、ロボット支援下と従来の腹腔鏡下の仙骨腟固定術について治療成績や有害事など比較検討し、今後全国的にも普及してくるロボット手術の現状と問題点、両者の適応や選別について検討を行います。

